
 

 

１．計画策定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(1)計画策定にあたっての基本的事項（第 1章部分）の整理 

(2)寒川町の環境の現状と課題（第 2章部分）の把握 

①環境に係るデータ等の整理 
②町民・事業者の意識・意向
の把握（アンケート調査） 

環境報告書の作成 

(3)寒川町が目指す望ましい環境像（第 3章部分）の設定 

・寒川町が目指す望ましい環境像 

・計画が対象とする環境の範囲 

・望ましい環境像を実現するための基本目標と取り

組み方針（計画の体系） 

(4)望ましい環境像を実現するための取り組み（第 4章部分）の検討 

(6)計画の推進体制と進行管理（第 6章）の検討 

(5)重点プロジェクト（第 5章部分）の検討 

(9)計画書及び概要版の作成 

資料２．（仮称）第３次寒川町環境基本計画策定の流れと検討方針 

【第 73回環境審議会】 
（令和 2年度第 1回） 
計画の骨子案の確認 

「町、町民、事業者の

取り組み」の検討 
「環境指標」の整理 

(8)パブリックコメントの実施 

（7）計画（案）の作成 

反映 

報
告 

【第 75回環境審議会】 
（令和 2年度第 3回） 
計画の中間案の確認 

【第 78回環境審議会】 
（令和 2年度第 6回） 

計画案の確認 

【第 74回環境審議会】 
（令和 2年度第 2回） 

１(1)～(3)までの確認 

計
画
の
骨
子
案
の
作
成 

（10）第 3次寒川町環境基本計画策定（公表） 

寒川町総合計画 2040等 
関連計画との整合確認 

【第 76回環境審議会】 
（令和 2年度第 4回） 

計画案の諮問 

【第 77回環境審議会】 
（令和 2年度第 5回） 

計画案の答申 



２．計画策定の検討方針 

・寒川町の環境を取り巻く状況を踏まえた寒川町らしい計画を策定する。 

・現行計画である「第 2 次寒川町環境基本計画」で位置づけた取り組みの状況や、進行管理の方法等に

ついての反省点や課題を踏まえて、それらを改善した計画を策定する。 

・計画のわかりやすさ、進行管理のしやすさを念頭に置いた可能な限りスリムな計画を策定する。 

・同時並行で策定中の「寒川町総合計画 2040」をはじめとする町の関係計画との整合性に留意する。 

 

３．計画策定の体制等 

  ・計画内容の庁内調整を目的として、環境調整委員会及び環境調整委員会専門部会を随時開催する。 

  ・町民等の意向を聴取することを目的にアンケート調査を実施するとともに、計画案に対するパブリッ

クコメントの手続きを実施する。 

  ・寒川町環境審議会に計画の内容について提示し、意見を頂くとともに、計画案について諮問し、答申

を頂く。 

 


